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要 旨
大阪市立大学医学部附属病院における平成8年度の､主任看護婦28名､現婦長で平成4年から7年度に
主任を経験した17名の計45名を対象にバーンアウトに陥っているか否かを､バーンアウトスケールを用い
て調査しその要因を分析した｡
その結果､本院の主任看護婦のバーンアウトスコアの平均は3.94で燃えつき率が高く､半数の者が極度
のバーンアウト状態に陥っていることが検証された｡ その要因については､職場の人間関係､個人的要因
が直接的要因であり､家庭環境､業務量は潜在的要因であることが示唆された｡
バーンアウトを回避するためには､個人の性格特性を知り､その上で周囲との積極的なコミュニケーシ
ョンをはかることと､自分を支えてくれるサポートシステムを確立することが重要であるという示唆を得た｡
キーワード:バーンアウト､職務満足度､主任業務､主任の役割
はじめに
近年､看護婦や看護学生を対象にしたバーンアウトに
関する研究は広く行われており､その要因についても､
人間関係､ソーシャルサポー ト､職務満足度など､様々
な角度から検証されている｡しかし､主任看護婦のバー
ンアウトに焦点をあてたものは少なく､先行研究の傾向
からみると､主任看護婦もバーンアウトに陥る要因を多
く抱えている｡主任看護婦は､婦長と実習指導者及びス
タッフの間に位置し､婦長､スタッフ間の調整役である｡
また､日常の看護業務に加え､その部署でのスタッフや
看護学生の教育及び研究に携わり､看護実践の役割モデ
ルとなっている｡さらに､婦長補佐､代行など管理的役
割も担っており､その立場上のス トレスは大きい｡そし
て､職務上の責任と他者からの期待が大きい中で､心身
の疲弊を感じ､自信喪失や､仕事への意欲を失うことに
なり､バーンアウトに陥る可能性が高いと考えた｡
そこで､私達は当院主任看護婦のバーンアウトの実態
とその要因を分析し､その傾向からバーンアウトを回避
するための方策を探求する目的で調査､検討した｡
1.方 法
1)調査方法
(1)期間
平成8年9月-平成8年10月
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(2)対象
主任看護婦28名と､規婦長の中で平成4年度から7年
度に主任を経験した17名の計45名
(3)内容と方法
質問紙は､バーンアウトスケール(PinesBurnoutMeasure)
を使用した｡さらにバーンアウトの関連要因として､家
庭環境､業務量､職場の人間関係､個人的要因の4つ･の
方向から､自記式質問用紙を作成し使用した｡調査につ
いては､無記名でプライバシー保護に努めることを説明
し､同意のもとに留め置き方法とした｡
2)分析
バーンアウトスコア (以下Bスコアとする)の高い順
から､病理群 (B≧5.0)､燃えつき群 (5.0>B≧4.0)､
警戒群 (4.0>B≧3.0)､健全群 (3.0>B)の4つに分
類されるが､2群に分けて比較するため､Bスコアの
4.0以上を高値群､4.0未満を低値群とし､主任､現婦
長各々に分類した (図 1-1)｡主任と現婦長のBスコ
アについてはx2検定において有意差が認められなかっ
現婦長
主 任
盟凍 qd亘ネ十 5名 x2検'jtにてN(x2-2.12)
1
4名
5.0以上
病PP.秤
高値群
4.0以上 3.0以 L 2.9以下
燃えつき群 書収群 位令群
低値群 - .
図 1-1現職別の群別Bスコア (現婦長と主任の比較)
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たため､調査結果の得点は､主任と現婦長を合計して算
定した｡評価の基準は4段階評価 (1.全くない 2.
あまりそうでない 3.そうである 4.かなりそうであ
る)とし､以下､各項目の平均値について､高値群､低
値群の間でt検定を行ない､バーンアウトの関連要因を
分析した｡
2.結 果
調査対象の背景は､平均年齢37.9才､平均主任経験年
数は3.4年で既婚者25名､未婚者20名であった｡
Bスコアの分類についてみると､全体の45名中､Bス
コアの高値群は22名 (49%)でその平均スコアは4.82､
低値群は23名 (51%)でその平均スコアは3.09であった｡
また､全体の平均スコアは3.94と高値を示した｡これは
稲岡1)の研究結果による看護婦のバーンアウトスコア平
均値3.64に比べ高い｡病理群8名 (18%)､燃えつき群
14名 (31%)､警戒群14名 (31%)､健全群9名 (20%)
であり､中でも病理群8名の平均値は5.56と高値を示し
た (図1-2)｡病理群では主任の経験年数3-4年目の
全 体
平均スコア莞群 燃えつき群 警戒群 健全群4.40 3.50 2.46
二 高値群 22名 二 低値群 23名 + =
平均スコア 4.82 平均スコア 3.09
図1-2 群別Bスコア (全体)
者が75%を占めていた (図2)0
バーンアウトの要因として有意差のあったものは職場
の人間関係､個人的要因が多く､次いで業務量であった｡
それを各項目別でみてみると､職場の人間関係について
高値群
低値群
警戒群
燃えつき群
図2 群別の主任経験年数
健全群
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またはあなたの力になってくれますか
場長 増長
図3 主任と4者との人間関係
はその18項目のうち11項目に有意差があった (図3)0
その内容は ｢あなたの役割を支持し認めてくれています
か｣では､婦長 (P<0.01)､実習指導者 (P<0.01)､
スタッフ (P<0.防)､医師 (P<0.防)に有意差があった.
｢あなたを信頼していますか｣では､婦長 (P<0.05)､
実習指導者 (P<0.05)､スタッフ (P<0.05)に有意差
があった｡ ｢あなたに適切に指導､助言を与えてくれま
すか｣または ｢あなたの力になってくれますか｣では､
婦長 (P<0･05)､医師 (P<9･01)､実習指導者 (P<
0.01)に有意差があった｡ ｢あなたが自由に話し合える
雰囲気を持っていますか｣では､婦長 (P<0.01)にの
み有意差があった｡
個人的要因においては ｢職場についてどのくらい満足
していますか｣ではP<0.01で､ ｢主任業務に張り合い
を感じますか｣ではP<0.05と有意差があった (図4)0
職場にどれくらい
満足
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参加していますか ノ･･`一●■●一■
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主任業務に
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図4 個人的要因とBスコアの関連
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業務量については､日勤業務内容や夜勤回数､その疲
労度などの調査で準夜の疲労度においてP<0.05と有意
差があった｡ ｢看護研究及び実習日誌を読むこと｣など
の教育や指導に関しては有意差はなかった (図5)0
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あまり疲労 2
しない
全く疲労 l
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t検定
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日勤 超勤 準夜 探夜 実習日誌 看護研究
を読む事 の指導
図5 勤務に関連した疲労度について
家庭環境についてはいずれの項目においても有意差は
なかった (図6､図7)0
高値群
t検定
結婚 tN.S)
子供 tN.S)
低値群
図6 結婚と子供の有無
あまりない
1名 5%
あまりない
2g1 9%
図7 Bスコア値の高低と家事手伝い
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3.考 察
バーンアウトの実態は､主任全体においては半数の者
が極度のバーンアウト状態であり､高値群の平均値も非
常に高いことから一も主任の燃えつき率はかなり高いと言
える｡
病理群に主任経験3-4年目が集中している点では､
この時期になると主任としての役割が明確になり､それ
を実行できるようになった反面､要求される過度の責任
と､それを遂行しようとする個人の能力とのバランスが
くずれるためと思われる｡
職場の人間関係については､最も多く有意差があり､
稲岡の言う ｢バーンアウトは職場における対人的､心理
的要因が最も密接に関与する｣1)という報告と一致した｡
主任は､その部署での人間関係の中心的な存在といえる｡
対人関係上重要な4項目について有意差があったことは
注目すべきところである｡中でも婦長との関係において
は､すべてに有意差があった｡これは､相互支持､信頼
関係､サポートシステムについて､主観的な見方ながら
も､婦長との関係に満足できていないものと考えられる｡
実習指導者との関係においては3項目､スタッフとの関
係では2項目に有意差がみられた｡この3者との背景に
は､日常のコミュニケーション不足や立場上の気遣い､
遠慮､看護観の違いに加え､世代による価値観の違い､
個人の性格も大きく影響していると考える｡
｢人間は物から受ける苦痛は一時的であるが､人間関
係から受ける心の傷はなかなか治らない｡｣2)と竹村が述
べているように､主任自らが婦長､スタッフと積極的に
コミュニケーションをもっこと､すなわち対人関係を円
滑にできるようなコミュニケーション技術を磨くことが
重要である｡さらに､サポートシステムを築くために主
任同士の横のつながりを持つことも必要である｡
個人的要因では､職場の満足度に著明な有意差があっ
た点について考えると､職場の人間関係に加え､主任と
しての役割が大きく関与しているといえる｡職位の責任
の重さに反し､役割が広範囲かつ不明瞭で､日常業務の
成果が目に見えず､さらに自分の理想とする看護と現実
とのギャップを感じ､達成感につながっていないと考え
る｡
バーンアウトは､意欲喪失や無力感をもたらすとされ
ているが､主任として､スタッフの役割モデルとなる立
場上､過度に意欲を維持､向上させようとする葛藤があ
る｡仕事への意欲は､誰しも長く持続させることは困難
であるが､主任としてスタッフや上司から認められ､評
価された時に張り合いを感じるものである｡それは､職
場の人間関係と相関関係にあり､周囲より認められてい
ない､または信頼されていないと自己評価しているとこ
ろから､張り合いがもてないという結果が出たと考えら
れる｡このようなパーソナリティ特性を有する者は先行
研究からもバーンアウトに陥りやすいといわれている｡
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バーンアウトを回避するためには自己の性格特性を知り､
プラス思考に変えていくことが必要である｡
業務量についてはバーンアウトに最も影響していると
考えていたが､超勤時間や夜勤回数などの業務量は､バ
ーンアウトに直接的には影響しないことがわかった｡し
かし､勤務に関連した疲労度が高いことからこれらはバ
ーンアウトの潜在的要因であるといえる｡さらに､実習
日誌を読むことや看護研究など､自宅に持ち帰ってする
こともあり､量的に過重な業務を消化しきれず､大きな
疲労につながっていると考える｡これらは業務量の多き
が疲労に関係しているため業務内容を整理し､実習指導
者やスタッフと分担することが望まれる｡
最後に家庭環境では､結婚､子供の有無､家事を手伝
ってくれる人の有無が､バーンアウトに影響しなかった
点については､夫や子供の存在は､家庭での仕事を増や
し､ス トレスの一因となる一方で､精神的な慰安にもな
っており､身体的負担と情緒面との適度なバランスがと
れているものと考えられる｡職場や家庭での過度な業務
量はそれを支えてくれるサポーターがいることや､チー
ムワークといった人間関係を保つことで､バーンアウト
から回避できることがわかった｡
4.まとめ
今回､私たちは､主任におけるバーンアウトの実態と
その要因について調査し､分析することで以下の示唆を
得た｡
1)主任は個人差はあるものの極度のバーンアウトに陥
る危険性が高い｡
2)職場の人間関係､個人的要因がバーンアウトに陥る
直接的要因であり､家庭環境､業務量は潜在的要因であ
った｡
3)バーンアウト対策は､まず､個人の性格特性を知る
こと､その上にたって周囲との積極的なコミュニケーシ
ョンをはかることと､自分を支えてくれるサポートシス
テムを確立することである｡
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あわりに
今回の研究の中で､対象者が少なく､現婦長にも協力
を得たが､現婦長が主任の時は実習指導者の位置づけが
ないなど､体制の違いがあったことを考慮する必要があ
った｡
私たち専門職従事者は自己コントロールすることが必
須条件であり､自己の性格的特性を知って､ス トレス解
消と､仕事-のエネルギーとのバランスを調整し､意欲
を持って主任業務を遂行していきたい｡
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